
　

辞
書
で
「
徳
」
を
ひ
い
て
み
る
と
、

「
徳
は
人
間
に
備
わ
っ
て
初
め
て
、
徳

は
善
き
特
質
と
な
る
。
徳
は
、
社
会
的

経
験
や
道
徳
的
訓
練
な
ど
に
よ
っ
て
獲

得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
徳
を
備
え
た

人
間
は
他
の
人
間
か
ら
の
信
頼
や
尊
敬

を
獲
得
し
な
が
ら
、
人
間
関
係
の
構
築
や
組
織
の
運
営
を
進
め
る

こ
と
が
で
き
る
。
徳
は
人
間
性
を
構
成
す
る
多
様
な
精
神
要
素
か

ら
成
り
立
っ
て
お
り
、
気
品
、
意
志
、
温
情
、
理
性
、
忠
誠
、
勇

気
、
名
誉
、
誠
実
、
自
信
、
謙
虚
、
健
康
な
ど
が
個
々
の
徳
目
と

位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。」
と
あ
り
、
人
間
関
係
を
形
成
す

る
基
礎
と
も
言
え
ま
す
。
我
が
家
で
は
子
供
た
ち
に
「
友
達
に
し

て
あ
げ
た
ら
喜
ぶ
こ
と
を
実
行
し
た
と
き
に
、
相
手
か
ら
の
感
謝

を
期
待
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
教
え
て
い
ま
す
。
見
返
り
を
求

め
て
施
す
行
為
は
、
相
手
に
対
し
て
の
善
意
で
は
な
く
自
己
満
足

を
満
た
す
行
為
で
し
か
な
い
か
ら
で
す
。

　

実
際
に
、
我
が
子
を
含
め
子
ど
も
た
ち
を
見
て
い
る
と
「
お
菓
子

を
あ
げ
た
子
が
お
礼
を
言
っ
て
こ
な
か
っ
た
」
な
ど
聞
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
せ
ん
。
大
人
に
な
る
に
つ
れ
、
し
て
あ
げ
た
こ
と
に
対
す
る

感
謝
の
見
返
り
を
求
め
る
気
持
ち
が
芽
生
え
て
く
る
よ
う
な
気
が
し

ま
す
。
子
育
て
し
な
が
ら
自
分
自
身
も
驕
ら
な
い
よ
う
日
々
こ
れ
を

戒
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
「
朝
は
希
望
と
共
に
目
覚
め
、
昼
は
勤

勉
に
働
き
、
夜
は
感
謝
と
共
に
眠
る
。」
生
活
を
家
族
と
共
に
過
ご

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　猖獗を極めたコロナ禍も丸四年にしてようやく終息に向かい、社会生活も旧
に復しつつありますが、佐世保市民の皆様におかれましてはいかがお過ごしで
しょうか。「徳育」第１１号の発刊に寄せて、一言ご挨拶申し上げます。
　近年、AＩをはじめとするデジタル情報分野の進歩は目覚ましいものがあ
り、私たちの生活は否応なくそうした先端技術と関わらざるを得ません。ス
マートフォンなどは標準的な通信手段として広く普及し、多様なＳＮＳがコ
ミュニケーションの重要な手段となっております。そして、インターネットや
情報通信機器に依存するあり方は、人と人との関係構築や付き合い方にも影響
を及ぼし、その傾向がコロナ禍以降ことに顕著になっているように思われま
す。向き合って言葉を交わすことで私たちは相手の表情を読み取り、言葉にな
らない表情や気配から気持ちを察するという微妙なコミュニケーションを図っ
てきました。しかし現在では、Ｅメール等で用件や自分の言いたいことだけを
発信して済ませるという事態が当たり前になっているようです。
　今年の徳育推進フォーラムで掲げられた「真理は対話の中にあり～人の心を
つなぐのはWi-Fi？それとも…」というテーマは、このような現代社会の世相
のなかで徳育推進活動がどのような方向性を模索していくべきかを問い直し、
人と人とが言葉を交わし合う対話の重要性を再認識したいとの思いから選択さ
れております。
　孔子や釈迦、イエスなどの宗教者やソクラテス、プラトンといった哲学者た
ちは、人類の思考方法や価値観を一変させるほどの決定的な意味をもった人々
ですが、彼らの教えの内容にこそ違いはあれ、共通していることが一つありま
す。それは彼らのすべてが対話を重んじ、対話の中で真理を見いだそうとする
精神的態度をもっていたことです。決して自分だけの独断的な言説すなわち独
話（モノローグ）に陥ることなく、自分と異なる意見や考えをもつ人との対話
（ダイアローグ）によって真理に迫ることができると、偉大な思想家たちは考
えたのです。直接に言葉を交わす機会が失われつつある今、徳育は対話の中で
こそ追求されていく必要があるのではないでしょうか。

対話の中の徳育

　佐世保徳育推進会議 会長　木 村　勝 彦
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愛
宕
中
学
校
一
校
一
徳
運
動
の
一
つ

は「
あ
い
さ
つ
・
愛
情
・
安
全
・
感
謝
」

で
す
。
毎
朝
生
徒
会
役
員
は
校
門
に
集

合
し
、
校
門
に
つ
な
が
る
歩
道
の
落
ち

葉
な
ど
を
掃
除
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

校
門
と
も
う
一
か
所
に
分
か
れ
て
、
登

校
し
て
く
る
生
徒
や
先
生
方
に
対
し
て

「
あ
い
さ
つ
」を
し
て
い
ま
す
。
掃
除
と

あ
い
さ
つ
の
終
わ
り
に
は
生
徒
会
役
員

全
員
が
集
ま
っ
て
校
歌
を
歌
い
、
そ
の

日
の
活
動
を
確
認
し
て
学
級
へ
戻
っ
て

い
ま
す
。
生
徒
会
役
員
の
毎
朝
の
ル
ー

テ
ィ
ン
で
あ
り
、
そ
れ
が
続
い
て
伝
統

と
な
り
、
お
か
げ
で
愛
宕
中
学
校
は
挨

拶
が
た
く
さ
ん
交
わ
さ
れ
る
学
校
に
な

っ
て
い
る
の
で
す
。

佐
世
保
市
青
少
年
育
成
連
盟　
会
長　

下 

村　
　

 

徹

　

わ
た
し
た
ち
が
所
属
す
る
青
少
年
育
成
連
盟
は
、
市
内
26
の
育
成

会
、
自
治
協
専
門
部
会
で
構
成
さ
れ
、
メ
イ
ン
行
事
の
一
つ
で
あ
る

「
青
少
年
育
成
研
修
会
」
が
1
月
20
日
に
約
１
０
０
名
の
参
加
者
が

あ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
で
は
、
市
内
中
学
校
の
代
表
６
名
が
パ
ネ
ラ
ー
と
な
り
、

内
海
利
恵
子
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
迎
え
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
現
代
社
会
の
課
題
と
も
い
え
る
「
地
球
温
暖
化
」
を

テ
ー
マ
に
、パ
ネ
ラ
ー
に
事
前
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
質
問
に
対
し
て
パ
ネ
ラ
ー
が
答
え
る
と
い
う
形
式

で
進
め
ら
れ
ま
し
た
が
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
絶
妙
な
話
術
、
間

合
い
で
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

そ
れ
と
同
時
に
、
中
学
生
の
素
晴
ら
し
い
意
見

が
こ
の
会
を
よ
り
一
層
引
き
立
た
せ
た
と
思
い

ま
す
。

　

内
海
氏
は
、「
S
D
G
ｓ
研
修
講
師
」
の
肩
書

き
も
持
た
れ
て
お
ら
れ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
を
用

い
て
の
講
義
も
行
っ
て
い
た
だ
き
、
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
研
修
会
の
場
を
借
り
て
、
家
庭
・

学
校
・
地
域
の
方
々
が
一
堂
に
会
し
て
一
つ
の

テ
ー
マ
で
真
剣
に
意
見
交
換
す
る
大
切
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

　

社
会
教
育
課
と
も
充
分
に
連
携
を
取
り
、
今
後

も
青
少
年
の
健
全
育
成
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

賛助会員とは、佐世保徳育推進会議が推進する徳育推進事業の趣旨に賛同していただける方、また本会議の運営を支援
していただける方のことをいいます。

佐世保徳育推進会議では当会の趣旨をご理解して
いただけるたくさんの賛助会員を募集しています。

□ 会費（年会費・口数は自由です）
　 ●個人…１口1,000円　●法人・企業…１口5,000円
□ ご賛同いただける方には、入会手続き「賛助会員加入申込書」を
　 お送りします。詳しくは当事務局へご連絡ください。

賛助会員を募集しています　賛助会員を募集しています　！！

（
敬
称
略
）

佐
世
保
商
工
会
議
所
青
年
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会
長　

指 

山　
　

立

佐世保徳育推進会議

　

私
の
家
族
は
私
と
妻
、
息
子
３
人
（
高

校
生
、
中
学
生
、
幼
稚
園
児
）
の
５
人
家

族
で
す
。
家
族
全
員
で
何
か
を
･
･
･
と

な
る
と
町
内
清
掃
に
参
加
す
る
こ
と
ぐ
ら

い
で
す
が
、
子
供
達
が
心
身
共
に
健
全
に

成
長
で
き
る
よ
う
、
我
が
家
で
は
「
挨
拶
」
を
徹
底
し
て
い
ま
す
。

毎
日
挨
拶
を
す
る
こ
と
で
息
子
た
ち
の
心
身
の
健
康
状
態
を
測
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
挨
拶
を
通
じ
て
「
感
謝
の
心
」
を
育
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

今
後
も
挨
拶
を
大
切
に
で
き
る
家
族
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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